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総務・40周年事業準備委員会担当 1月新年例会『賀詞交換会』開催
《特集》平成２５年新年名刺交換会開催／平成２５年厄落としの会／中央会ＯＢを訪ねて 第１３期御卒会 ㈲テーラーショージ代表取締役 木山三郎氏

ございます。）
　続いて来賓を代表
し、鳥取県西部総合
事 務 所 の 林 昭 男 所
長、宇佐美明OB会長
よりご祝辞をいただ
いた。
　その後、参加者一
同の「よいしょっ！」
の掛け声に合わせ、
鏡開きが行われ、野
坂康夫米子市長のご
発声で乾杯を行い、
賀詞交歓会が開会し
た。

　各テーブル和やかな雰囲気の中、時間が
進み、会員同士やOB会員との交流が行わ
れた。会の中盤では、今年の西部青年中央
会トライアスロン長田実行委員長、松田マ
ラソン部長、山内AS部長、濵田ボランティ
ア部長から大会にかける想いが語られた。
恒例となっている新入会員によるアトラ
クションでは、今年は２つの大太鼓を代
わる代わる打ち合う『ぶち合わせ太鼓』が
披露された。20時間以上にも及ぶ練習の
成果もあり、「どっこいどっこい」の掛け声

　平成25年の幕開けとなる新年例会・賀
詞交歓会が開催された。

　冒頭、河津会長が
開会の挨拶にて、折
り返しとなる第38
期の前半の活動内
容について紹介さ
れた。また、年末に
起きたトンネル崩
落事故にも触れら

れ、「高度経済成長期に造られた物が壊れ
てきているが、その時代に生まれた我々
が、今後は次代を担い頑張っていかなけれ
ばならないと感じた」と語られ、最後に「残
り半期、挑戦のスローガンのもと、地域発
展の為に気持ち込めた活動をしていきま
す」と力強く宣言された。
　新入会員バッジ授与では、山崎慎也会員
と松井淳一会員にバッジが授与され、両会
員が力強く抱負を語った。さらに、めでた
い新年早々、元旦にご長男が誕生された須
山副会長にお祝いが渡され、お礼のあいさ
つで25年後の入会予約？がされると会場
はひときわ大きな歓声に包まれた。例会の
間、須山親子の素晴らしい笑顔が印象的で
した。（須山ＯＢ・須山副会長、おめでとう

日時：平成25年1月16日（水）　場所：米子全日空ホテル　担当：総務・40周年事業準備委員会
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の中、息のあった太鼓が会場内に響き渡っ
た。演奏を終えた新入会員からは、中央会
活動への意気込みが語られ、現役会員・OB
会員からエールが送られた。
　もう一つのアトラクションとして、鳥取
県無形民俗文化財にも指定されている、下
蚊屋（さがりかや）荒神神楽保存会による

神楽の披露があり、
参加者は勇壮な演舞
に見入っていた。
　最後に中村勝治境
港市長の一本締めに
より賀詞交歓会は閉
会した。 （記事：徳尾）

例会を終えて…　総務・40周年事業準備委員会委員長　盛政 春樹
　１月新年例会はいかがでしたでしょうか。今期の新入会員は、アトラクションで【ぶち合わせ太鼓】を披露しまし
た。全体練習は計８回（時間にして20時間以上）。太鼓を叩きすぎて手の皮がむける会員もいましたが、躍動感あふ
れる演技でＯＢ会員からも「とても良かった。」「すばらしい。」「頼もしい新入会員達だ！」と大絶賛の内容で会場を
沸かせてくれました。本当に感謝、感謝です。また、現役会員全員がホスト役となって来賓・ＯＢ会員と交流を図る
姿が多々見受けられ、例年になく良い例会であったと思います。（自画自賛ですいません。）
　第38期の下期最初の例会ということもあって「必ず成功させて2月の例会につなげなくては！！！」という意気
込みで望みました。その結果、会場でチョロチョロ動くテルテル坊主が目立ってしまい、落ち着きのない委員長と
して見られる場面もあったと思います。
　今後の課題もありますが、何はともあれ委員会メンバーはもちろんのこと、現役会員の皆様方のおかげで無事に
１月新年例会を終えることができました。本当にありがとうございました。



　平成25年１月９日（水）ホテ
ルニューオータニ鳥取に於い
て、『平成25年中央会新年合同
名刺交換会』が開催されまし
た。中央会関連８団体が共同
体として連携し、協力し合う
事を願い企画されたこの度の
会は、来賓41名を含む200名

の参加で、盛大に執り行われました。冒頭、団体中央会常田会長よ
り、「いつもの新年会とは違い、新たな出会いと語らいの場となる
よう企画しました。どんなに優れていても個の力には限界があり
ますが、組合機構による助け合いには限界がありません。」と年頭
あいさつにて『共助』の重要性を説かれました。
　ご来賓の方々よりごあいさつ頂いた後、鳥取商工会議所清水会
頭による、新年を祝う短歌と『松竹梅』の詩吟が披露されました。

　平成25年１月26日（土）勝田神社
に於いて、『厄落しの会』が執り行わ
れた。
　今年はお礼参り３名（河津会長、岩
田監事、高野会員）、後厄２名（三鴨会
員、拝藤会員）、本厄１名（長谷川委員
長）、前厄４名（桑本県専務理事、内田
県出向、廣谷会員、本田会員）が参拝
し、神前にてそれぞれの厄を祓い落

して貰った。厄年の人に「長い」「ウロコ模様」「七色」の物を贈ると良いと
されるが、これらのワードから連想されるのは『蛇』である。御山で厄祓い
を受けた後に麓の花街で厄落しをする慣習も、花街の神様は弁天様であ
り、そのお使いは蛇である事に関係する。これらは原始信仰の名残であ
り、また信仰と風俗文化との関係を指示すのだが、これはまたの機会に。
　中央会の在籍中に厄年
を迎える男性も多い。こ
の年頃に社会的な重責を
負い、心と体の大きな曲
がり角を実感し、大きな
節目を迎える方も居られ
る。どうせするなら会の
仲間とする楽しい厄落し
の方が良いと思うが如何
か？        （記事：長谷川）

メディアコミュニケーション委員会　山崎慎也
　今回 、自分にとって初めての例会となる新
年例会に参加し、大勢の方の前で河津会長より
バッジを頂き、身の引き締まる思いが致しまし
た。
　また例会の中ではアトラクションとして、

『ぶち合わせ太鼓』を他の新入会員の皆さんと
共に披露させて頂きました。練習期間が非常に少なく正直不安に
思っていましたが、周りの方に励まして頂きながら何とか形にす
ることが出来ました。また何より楽しみながら出来た事が非常に
良かったと思っております。まじめにやる事も必要ですが、改め
て楽しみながらやる事の重要性に気付かされました。おかげで早
速思い出がひとつ出来ました。これからも会を通じてたくさんの
思い出が出来るよう、頑張っていきたいと思います。

総務・40周年事業準備委員会　松井淳一
　今回初めて例会に参加させて頂いた感想と
しては、「圧倒された」の一言に尽きます。
　まず最初に、参加人数の多さと幅の広さに圧
倒されました。長きに渡って中央会を支えてこ
られたであろうOB会員や、地域を代表される
来賓の方までが、これほど一同に参集される

会というのは地元ではなかなか存在しないのではないでしょう
か。続いて圧倒されたのが、新入会員によるぶち合わせ太鼓です。
きっと皆さん日々の仕事でお忙しい方ばかりなのでしょうが、統
制のとれた動きに加えて、気合のこもったダイナミックなバチさ
ばきは想像以上の感動を覚えました。次回自分が参加する新人ア
トラクションでは、今回以上の感動を人々に与えることが出来れ
ばと思います。

はじめての例会

また乾杯の音頭は、《平成25年度レディース中央会全国フォーラ
ム》大山開催を控えた、鳥取女性中央会衣笠会長よりご発声を頂
きました。歓談中には団体中央会清水専務理事より「例年より参
加し易く、密な交流が出来るよう工夫してみました。新しい組織
の在り方を模索し、より良い運営を行う為に、今後も積極的な変
化を意識していきたいと思います。」と新年会の趣旨についての
お話を伺いました。自分
としては、普段なかなか
お会い出来ない方から
もお名刺を頂戴できた
ので、趣旨に沿った会と
して成功であると感じ
ました。

（記事：長谷川）

県出向レポート
　今期も残すところ約半年となりましたが、皆さ
んいかがお過ごしですか？
　こんにちは、県出向レポーターの長谷川洋司で
す。
　今期の県事業テーマでもある『同士一丸』のも
と、北口県会長を中心に各地区会長・県出向理事・
委員長、さらには会員の皆様にご協力いただきな
がら、前期は委員長交流事業と第1回他地区交流
活動事業を開催することができました。
　後期の県事業も、3月開催のビジネス交流事業・
4月5月開催予定の他地区交流活動事業・7月開催
予定の通常総会・はばたきの発行、と盛りだくさ
んの内容となっております。
　各地区会員の皆様に多数参加いただけるよう
に、有意義な時間・内容にする為にはどうしたら
いいのか、県役員会にて議論を重ね進めておりま
す。私が今期初めて役を受けさせていただき感じ
ている事は、各地区で異なる物の見方や特色ある
考え方など、「なるほど！」と毎回勉強させていた
だいております。
　各地区の活動も後半戦に向けて活発になって
おりますが、県の活動も負けないように各地区の
垣根を越え、『同士一丸』となって熱い活動ができ
るよう頑張っていきますので、皆様ご協力宜しく
お願い致します。

（記事：県出向理事 長谷川洋司）

平成25年厄落しの会平成25年厄落しの会

平成25年中央会新年合同名刺交換会開催



中央会ＯＢを訪ねて ㈲テーラーショージ代表取締役
木山三郎OB（第13期ご卒会）中央会ＯＢを訪ねて

　今回は、ＯＢ会員にな
られてからも大変ご活躍
の、ミスター中央会こと
木山ＯＢにお話を伺いま
した。
　まず初めに入会のきっ
かけについて伺いまし
た。当時 、営業にも力を
入れるようになってお

られた木山ＯＢは、既存のお客様訪問を中心に活動されていた
そうです。しかしそうした中 、「どうしても一日で出会える人
数は限られる」、「どうしたら大勢の人に出会えるのか？」と考
えていたところに出会ったのが『中央会』でした。そして「井の
中の蛙ではいけない」、「外へ出て大勢の若者の考え方を聞きた
い」との思いから入会されたそうです。
　入会して３年目には総務委員長を務められたのですが、そ
の時自らが企画された地引き網大会がとても印象に残ってい
ると言われました。「木山がやるからにはやりがいのある、み
んなの思い出に残るような大会にしたい。」との思いに応え、不
漁に備え、お土産用の魚を用意してくれた会員・子ども用に風
船を自費で用意してくれた会員・とれたての魚をその場で刺
身にしてくれた会員など、大勢の会員が力になってくれたそう
です。
　ステージまで設けた一大イベントは、こうしたみんなの協
力のもと、大盛況に終わったとの事。木山ＯＢの人柄がみんな

　鳥取県西部中小企業青年中央会の現役会員様並びにＯＢ会員様におかれま
しては、益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。
　さて９月の反日デモによる被害に際し皆様方よりお見舞いを賜わり誠にあ
りがとうございます。この様な時には、皆様のお心遣いは何にも代え難いもの
です。
　マスコミ等で報道された通り当社への被害は甚大ではありましたが、幸いに
も社員全員無事であり、現在では被災前の半分まで復旧を果しております。

　平成25年１月21日（月）炉端かば米子店に於いて、第33回全日
本トライアスロン皆生大会西部青年中央会実行委員会の第１回全
体会議を開催致しました。
　前大会の実行委員会より約１ヶ月早い全体会議の開催です。長
田実行委員長の方針説明では、早々に各部の配属先を決め、各会
員及び中央会全体の意識付けを行う旨の説明を受け会議が進めら
れました。
　協議事項の各部員配属では、適材適所に配属先が次々と決まっ
ていき、各部の組織体制が整えられました。実行委員会では、各部
の運営を認識・理解し合い、新たに各部を再構築したうえで大会
本番に向け始動していきます。
　大会本番まであと半年。あの灼熱の太陽が照りつける中を疾走
する鉄人達に負けぬよう、オール中央会でトライアスロン皆生大
会を盛り上げていきたいと思います。　　　　　　（記事：本田）

を動かしたのだと思います。余談ですが、地引き網ではいろい
ろな魚が捕れたのに、良さそうな魚を漁師さん？が持って行っ
てしまった？？そうなのですが、それでもお土産用に用意さ
れた魚をみんなが喜んで持って帰ってくれたとのことでした。
また今年度のテーマでもある「挑戦」。いろいろ挑戦されてい
る木山ＯＢですが、今は毎朝1時間半以上ウォーキングを続け
ておられるそうです。過去には健康のため週2日の休肝日にも
挑戦したこともあるとのことですが、結果は・・・。そして現在、
お酒は良き友だそうです。

　現役時代から多くの仲
間と友愛・団結を深めてこ
られた木山ＯＢに、最後に
現役会員に一言いただき
ました。「入会したからに
は一人でも多くの友達を
作ってほしい。綱領にもあ
るように、多くの人に出会
い、友愛・団結を深めて欲

しい。そこから英知も養われると思う。」また「仕事はもちろん
だが、家族を大切に！」とのアドバイスもいただきました。
　木山ＯＢとは面識がない若い現役会員もおられると思いま
すが、本当に優しく頼りになるＯＢです。ぜひ、ＯＢ交流会等
でお会いする機会があったら積極的にご挨拶に行って下さい。
最後になりますが、新年のお忙しいところ取材にご協力いただ
き、誠にありがとうございました。  　　　　　    （記事：高野）

義援金のお礼

トライアスロン実行委員会レポートトライアスロン実行委員会レポート
　平成25年１月新年
例会のアトラクション
は、終えてみればあっ
という間でしたが、参
加した新入会員にとっ
ては密度の濃い準備期
間を過ごせたのではな
かったでしょうか。

　平成25年11月伯耆町役場で最初の練習が行われました。全
員に太鼓のバチが渡され、講師の先生からバチの持ち方・太鼓の
打ち方・リズム等教わるにつれ、取り組もうとしているアトラク
ションのレベルの高さを実感していきました。すると、皆の表
情からは徐々に余裕が無くなっていったように感じました。
　そこから毎週 、山口リーダー・奥森副リーダーのもと猛特訓
が始まりました。集合練習に加え、楽曲を録音したCDを通勤途
中に聴いたり、自主練習にも励みました。手のひらにマメがで
きた人 、手の皮が剥け、バチに血が付着したり、痛みで肩が上が
らない人等 、そんな状況になるまで皆で精力的に練習を重ねま
した。本番では、太鼓の達人とまではいきませんでしたが、10
分弱の時間で自分達なりに最高のパフォーマンスであったと思
います。高い山に挑戦したおかげで、最高の景色を皆で観るこ
とができました。　　　
　今回の活動を通じ、たくさんの方のご協力を賜わり、感謝申
し上げます。各自多くのことを吸収できましたので、ここで培っ
たものを活かし、太鼓の勢いそのままに元気よく明るい年にし
ていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　（記事：下村）

気になるアレ覗いてみた気になるアレ覗いてみた

須山　竣
しゅん

平
ぺい

くん
（須山裕一副会長の第１子）

平成25年１月１日生まれ
　私自身、まさかと思いましたが、平成
25年元旦に誕生いたしました。
　名前は竣平（しゅんぺい）です。色々
ご心配をいただいた皆様、本当に有難
うございました。これからも宜しくお
願いいたします。

お誕生おめでとうお誕生おめでとう

　甚だ簡単ではありますが、書中をもちまして報告させて頂きます。
　最後に貴会の今後益々のご活躍をお祈り致します。

　　　　　　　　　　　　　株式会社ミトクハーネス
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役会長　長谷川　誠
　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役社長　　　河本　淳一
　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役　　　　　長谷川　貴久
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メディアコミュニケーション委員会
平成25年１月10日（木）19：00〜　場所：米子市文化ホール研修室

議題／	・役員会報告

		 ・ハンサム・中央会ＴＶ・チラシ・新入会員オリエンテーション

		 ・「ハンサム制作講座」講師：東京印刷		木下裕子氏

政治行政委員会
平成25年１月10日（木）19：00〜　場所：レストランぶどうの木

議題／	・役員会報告

　　　・２月例会について　　・県との意見交換会

		 ・会員拡大について　　・その他

チャレンジ委員会
平成25年１月10日（木）19：00〜　場所：米子コンベンションセンター第４会議室

議題／	・役員会報告

　　　・12月クリスマス家族例会反省

　　　・４月例会について　　・会員拡大について　　・その他

　
教育対策検討委員会
平成25年１月10日（木）19：00〜　場所：鳥取県立武道館研修室

議題／	・役員会報告

　　　・12月クリスマス家族例会反省

		 ・３月例会について　　・会員拡大について

道州制問題検討委員会
平成25年１月11日（金）19：00〜　場所：米子コンベンションセンター第５会議室Ａ

議題／	・役員会報告

		 ・松江ＹＥＧ交流事業　　・道州制問題について

		 ・その他

　
総務・40周年事業準備委員会
平成25年１月11日（金）19：00〜　場所：米子ニューアーバンホテル

議題／・役員会報告

　　　・新年例会について　　・会員拡大について　　・その他

２月役員会報告

　２月役員会が平成25年２月１日（金）米子食品会館にて開
催されました。当日の主な議題は以下の通りです。
　・１月新年例会開催の件　　・２月例会開催の件　
　・３月例会開催の件　　・その他
＊なお、詳細につきましては、各委員長までご参照下さい。	

１月度委員会報告

２月例会のご案内
と　き：平成25年２月18日（金）19：00〜21：30

ところ：ホテルサンルート米子　芙蓉東の間

内　容：第一部　講演会「防災知識について」
　　　　　講師：鳥取県危機管理局　危機対策・情報課　	
　　　　　　　　　　小椋由巳氏、消防防災課　大塚尚生氏
　　　　第二部　ブレインストーミング

担　当：第38期　政治行政委員会

〈コメント〉 
　H25年1月入会の㈲渡部の松井です。中央会活動を通じ、地域貢献という
新しい価値観の形成、自己や企業の更なる成長が実現出来ればと思っていま
す。若輩者ですが、何卒ご指導のほど宜しくお願い申し上げます。	

（
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会
）

H25.01（H25年度）入会

（推薦者）	森脇（哲）

	 伊坂（明）
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　今から８年前 、私が丁度30歳の時に中央会に入会させ
て頂き、今年で８年目に入りました。その間本当に多くの
事を学ばせて頂き、沢山の仲間を増やす事が出来ました。
　１番印象に残っているのは、入会してすぐの例会で、当
時の北口政治行政委員長に司会を任命された事です。後に
知ったのですが、直前の役員会で、「入会してすぐの会員に、
臨時総会が有る例会の司会は無理だ！」という意見にも、
北口委員長に「あいつにやらせたい！」と言って頂いたお
かげで決まったそうで、それを聞いた時には本当に感動・
感激いたしました。
　そしてもう一つ。その当時 、自社ではまだ確立されてい
なかった『会議の形』を、中央会の役員会・委員会の準備か
ら進行に至るまで、１から学べた事で、すぐに自社に取り
入れられた事が非常に印象深く残っております。
　中央会と同級生の38歳。中央会生活も丁度折り返しで
す。今後、益々沢山の事を学び、沢山の仲間を作っていきた
いと思います。今季は特に、副会長兼マラソン部長 、そし
て７年目になる野球部キャプテンでもありますが、残りの
中央会生活でしっかりと中央会に恩返しが出来るよう、頑
張っていきたいと思っております。

日時と場所： 米子全日空ホテル１月新年例会 会場にて
撮影対象： 西部青年中央会 女性会員４名
タイトル： 『見返り美人』
コメント： よく言われる「見返り美人」って振り返ってる姿が美しい
人を指すのか、見返るほどの美人を指すのか？どっちなんだろうと
思いつつ撮った一枚です。どちらにしても日本の女性は、着物姿のも
んだなあ？と思ったしだいです。

今月のNice Shot！今月のNice Shot！

中央会徒然中央会徒然 松田幸紀副会長

　１月新年例会には年始の大変お忙しい中 、ご来
賓・OB会員の皆様に大勢ご臨席賜り、誠に有難う御
座います。行き届かない点もあったかと思いますが、多くの方に
良かった、と言って頂き、気持ちを込めた良い例会が出来たので
はないかと思っております。我々が今でも色々な活動が出来るの
は、諸先輩方に当会を築いて頂いたおかげだと改めて感じました。
皆様のご協力やご指導で、今期も無事８ヶ月目を迎えることが出
来、本当に感謝致しております。有難う御座います。今後も引き続
き宜しくお願い申し上げます。
　さて、現役会員の皆様、おかげさまで第38期西部青年中央会も、
スタートして8 ヶ月目となりました。ここまでの間 、気持ちのこ
もった活動をして頂き有難う御座います。残り期間も変わらず、
宜しくお願い致します。
　今期のスローガン「挑戦」～自分自身の中の壁を越える為に～
を実行されてますでしょうか。私が持っている辞書には、挑戦と
は「これまで手がけたことのないことに立ち向かうこと」と書いて
あります。私の場合は、まさに今の会長職でしょうか。皆様それぞ
れが挑戦に立ち向かい、その先に何があるか確かめて頂きたいと
思います。良い結果にせよ悪い結果にせよ、その先には必ず、自分
自身の新たな成長が待っていると私は信じております。

会長なぅ !会長なぅ !会長なぅ !

編集後記
　皆様にお届けするハンサム。メンバー全員で記事をチェックす
れば誤字脱字も漏れず、読みやすいハンサムになると思います。
残り半期も頑張ってもっと良いものを作っていきます。			（野口）


